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ビスマス酸ナトリウム(NaBiO3)と硝酸によりアメリシウムを 3 価(Am(III), Am3+)から 6 価(Am(VI), 

AmO2
2+)に酸化させ, 種々の配位子でランタノイド(Ln)からの抽出分離を調査した． 
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1. 緒言 先進湿式再処理において MA/Ln 分離は重要だが化学的性

質の類似性から 3価での 4f/5f 元素分離は困難である．そこで Am(III)

→Am(VI)に酸化して分離する研究が行われている(Fig.1) [1-5]．本研

究では酸化剤として NaBiO3 を用いた．AmO2
2+は不安定で Am(V), 

Am(III)への自己還元反応抑制が重要である．そこで, 側鎖構造の異な

る枝分かれ側鎖モノアミド(BAMA, Fig2)を合成し, 抽出を系統的に調べた． 

2. 実験方法 NaBiO4 120 mgを n-ドデカン 4 mLにとって各濃度の硝酸水溶液

で予備抽出平衡を取った．1 mL硝酸水溶液に Am-241, Eu-152, Ce-149 を加え, 

硝酸で常温振とうで Am(III)→Am(VI), Ce(III)→Ce(IV)と酸化した(Eu(III)は無

変化)．そこに予備抽出平衡後の有機相 1 mLを加えて密封し, ボルテックスミ

キサーで 10～300 秒振とう後, 直ちに遠心分離で両相を分け, 両相の放射能

を計測して分配比ならびに分離係数を導出した． 

3. 結論 Fig.3 に結果の一例を示す．酸化操作により Ce(IV), Am(VI)の順で抽出され Eu(III)は抽出されなか

った．アミド酸素側の側鎖長が伸びると DAm, DCeは極小値の後に上昇し, Euは抽出されなかった．結果 C12

で非常に高い SFAm/Euが達成

された．側鎖が tert-butyl の

場合は特異的に DCe が高ま

った．いずれについても Ce

の選択的なストリッピング

が必要となる．側鎖構造によ

る界面活性や配位子酸化に

よる気泡発生も含め , 考察

の詳細は発表で説明する． 
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Fig. 1 Oxidation state of Ln and An 

Fig. 2 BAMA derivatives 
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ter-butyl(TB) etc. 

Fig. 3 Effect of side chain of BAMA on extraction behavior 
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